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一般的な地域活性化手法 
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【地産品販売拡大】 
伝統工芸品などを中心とした地域特有の地産
品をブランド化させる。地方都市に多い手法。 

【観光・交流】 
観光名所等を利用し観光産業の拡大を図る。 
地域資源の見直しが必要。 
 【投資促進・産業振興】 
個別のテーマを強調した形で内外からの投資
を呼び込む。地域ブランド形成。 
 【人材・定住】 
地域の魅力を向上させることによって外部か
らの転入者を誘致し定住人口の増加を図る。 
 

出典（地域ブランド関連施策の現状と課題) 

【目的の明確化】 
どのような手法によって
地域活性化を行うのか？ 

地域活性化 
戦略 

地域資源分析 

外部環境分析 



第０回京橋しゃべり場「地域資源分析」 

観光資源 
大阪城、京街道、太閤園、藤田美術館、大阪市公館 
造幣局、天神祭、桜の通り抜け、桜宮だんじり 

施設資源 
グランシャトー、コムズガーデン、ダイエー 
商店街、京阪モール、Kぷらっと、KIKI 

交通資源 
ターミナル駅（京阪電車、JR、地下鉄） 
アクセス、パーキング豊富、傘要らず 

メディア資源 
読売TV、京橋経済新聞、京橋TV 
大京橋、日日新聞、都島区.com 

音楽関連資源 
イズム、ベロニカ、ハイファイブ、セブン
デイズ、大阪城ホール、 BRAVA、コムズ
広場、ダイエー広場、商店街広場、駅前
広場、ストリートライブ 

都市資源 
エリア色、レトロとモダンの融合、個性 
駅近くに集積、物価が安い、目印多い 
下町人情、穴場、路地裏、オシャレ 

人資源 
都島区・城東区住民、サラリーマン 
事業主、ミュージシャン、人が多い 
オヤジ、交流、多国籍、人情、街思い 

飲食関連資源 
多種多彩な飲食店、居酒屋、立ち飲み 
豊富なバー、センベロ、メディア紹介 

夜の街資源 
歓楽街 

オフィス資源 
OBP（大企業）、中小ビル（中小企業） 



第1回京橋しゃべり場「ターゲティング」 

京橋勤務者 
ＯＢＰをはじめ京橋には
多くのワーカーがいる。
毎日京橋を利用している
のでリピーターになりや
すい。 

若者 

高齢 

ターゲット 

女性 

男性 

ターゲット 

共通認識 

現状、オッサンの街のイメージが強いので 
若い女性をターゲットにして新たなイメージを 
作っていきたいというのが共通認識としてあった。 

内部 

外部 

京橋近隣住民 
都島区、城東区をはじめ
京橋近隣には多くの住民
がいる。毎日利用してい
るのでリピーターになり
やすい。 

京橋乗換客 
ターミナル駅ということ
もあり、乗換のみで利用
している人は非常に多い。
それらの利用客を顧客と
して誘致する。 

観光客 
円安の影響もあり、キタ
やミナミでは観光客が非
常に増えている。京橋で
もこの外部環境の機会を
活かし誘致する。 

内部、外部のターゲティングについては意見が分かれた。 
リピーターになりやすい内部をターゲットにしていくのか 
新規開拓として外部をターゲットにしてＰＲしていくのか。 
イベント毎にターゲットを変えていくというのも１つの方法。 

オッサンの街からの脱却？ 



第1回京橋しゃべり場「天満視察ツアー」 

JR天満駅の概要 
 

天神橋筋商店街や天満市場の最寄り駅である。 
接続する鉄道路線として、地下鉄堺筋線扇町駅（徒
歩5分）のほか、阪急千里線・地下鉄谷町線天神橋
筋六丁目駅（天六駅、徒歩10分）も比較的近い。 

京橋と同じくオッサンの街のイメージが強い天満。近年、その天満が若者ウケの 
街に変貌を遂げようとしている。その真偽を確かめる為に視察を行うことになった。 

活気・エンタメ性・多様性・解放感・イメージ戦略 

「楽しい！」を生み出している 



第２回京橋しゃべり場「プロジェクト企画」 

京橋で過去にあった企画 他の街で過去にあった企画 

ターゲット層（若者）を呼び寄せる「企画」とは？ 



第２回京橋しゃべり場「プロジェクト企画」 

地域ブランド戦略の目標設定 
（何度でもやり直しＯＫ） 

「メディアが何で動くか」を考える 

「社会性」＋「本能と五感」に響く 

「旬」なもの タイムリー性 

ニュース性（なぜ今報道するのか） 



第２回京橋しゃべり場「プロジェクト企画」 

ストーリーを構成する（5W1H） 
 
Who（誰） 
ぶらり横丁を惜しむ潜在顧客 
 
When（いつ） 
ぶらり横丁消滅を機に 
 
What（何を） 
大阪文化のぶらり横丁を 
 
Where（どこで） 
京橋商店街エリアで 
 
Why（なぜ） 
大阪文化を楽しむ為に 
 
How（どのように） 
京橋ぶらり横丁のブランド化 
京橋ビール等の共感アイテム 

大阪文化の継承「京橋ぶらり横丁」 

強み 
（五感と本能に響く） 

弱み 

脅威 機会 
（今の時代の旬は） 

強みに転換 

機会に転換 

・ターミナル駅 
・通行量の多さ 
・立ち飲み・飲食店 
・下町風情 
・大京橋Information 
 

（京橋商店街エリア）SWOT分析 

・梅田ぶらり横丁の消滅 
・惜しむ人の行き場 
・消滅のニュース報道 
 

・雑多感 
・キャッチ 
・はみ出し店舗規制 
・放置自転車 

・梅田や天満の台頭 
・客層の高齢化 

ぶらりと楽しむ 
丁＝人が行き交う・出会う 



第２回京橋しゃべり場「プロジェクト企画」 



開催日程とテーマについて 

第０回  ３月２０日 基礎調査（地域資源分析） 

          ○京橋の地域資源をみんなで考えよう 

 

第１回  ４月１７日 基礎調査（ターゲティング） 

          ○どんな人が利用してる？ どんな人を呼び込むのか？ 

 

第２回  ５月１５日 プロジェクト企画 

          ○どのような企画をすればターゲットを呼べるのか？ 

第３回  ６月１９日  

 

第４回  ７月１７日  

 

第５回  ８月２１日  
テーマは進行次第で 


